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１
月

日
、
第

回
松
崎
町
成

１１

６７

人
式
が
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
新
た
に
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
た
松
崎
町
の
新
成
人
は
、

人
（
男
子

人
、
女
子

人
）、

５９

２５

３４

う
ち
、

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

５０

式
は
「
式
典
」
と
「
は
た
ち
祭
」

の
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
新
成
人

の
皆
様
は
、
多
く
の
関
係
者
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、「
成
人
」
と
し
て

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
宮
本
優
也
さ
ん
（
江
奈
）
と

土
屋
萌
子
さ
ん
（
南
郷
）
が
、「
松

崎
町
民
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
誇

り
を
も
ち
、
自
ら
の
手
で
、
平
和

で
美
し
い
未
来
を
切
り
開
い
て
い

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く

宣
誓
し
ま
し
た
。

は
た
ち
祭
で
は
、
伊
豆
松
崎
牛

原
太
鼓
の
演
奏
や
ふ
る
さ
と
ク
イ

ズ
が
行
わ
れ
、
新
成
人
の
門
出
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

宣誓をした宮本さんと土屋さん

君が代の伴奏をした新成人一瀬さん（道部） 会場のあちこちで記念撮影

ふるさとクイズに挑戦 受け付けは中学生ボランティアが担当

伊豆松崎牛原太鼓の演奏 サプライズで太鼓演奏した新成人福本さん（江奈）

新成人が誕生した２０年前
リレハンメル冬季五輪が開催され、ノ

ルディック複合団体で、日本チームが２

連覇を達成しました。

阪神淡路大震災で神戸や淡路島等が大

きな被害を受けました。

町内では、海洋センターが温泉プール

となり、三浦小学校体育館が完成する等

の出来事がありました。

はは
た
ち
の
門
出
、

人
が
大
人
の
仲
間
入

は
た
ち
の
門
出
、

人
が
大
人
の
仲
間
入
りり

５９５９

は
た
ち
の
門
出

は
た
ち
の
門
出
、、

人
が
大
人
の
仲
間
入

人
が
大
人
の
仲
間
入
りり

５９５９

第第

回

松

崎

町

成

人

回

松

崎

町

成

人

式式

６７６７

第第

回

松

崎

町

成

人

回

松

崎

町

成

人

式式

６７６７

祝祝祝祝
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１
月
４
日
、
新
春
恒
例
の
松
崎

町
消
防
団
出
初
式
が
松
崎
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
消
防
団

員
２
０
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
山
本
団
長
が
、「
地

域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
と
い
う
消
防
団
に

課
せ
ら
れ
た
本
来
の
使
命
を
改
め

て
か
み
し
め
な
が
ら
、
消
防
団
一

丸
と
な
っ
て
活
動
強
化
に
取
り
組

み
た
い
」
と
訓
示
を
述
べ
、
地
域

防
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

商店街をパレードする消防団員

那賀川での一斉放水

そ
の
他
、
永
年
に
わ
た
っ
て
消

防
防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
団

員
の
表
彰
や
、
退
団
者
に
対
す
る

町
長
感
謝
状
贈
呈
、
訓
練
披
露
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
ラ
ッ
パ
隊

を
先
頭
に
消
防
団
員
、
消
防
車
両

台
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー
ド
と
那

１８賀
川
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

６
―
１

班

長

齋
藤
佳
仁

６
―
３

団

員

鈴
木
辰
徳

表彰を受ける消防団員

静
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
功
労
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

２０

１
―
１

団

員

浅
賀
哲
親

１
―
３

団

員

佐
藤
輝
彦

２
―
２

副
分
団
長

平
野
豊
彦

３
―
２

部

長

舩
津
直
樹

５
―
２

部

長

斎
藤
友
貞

５
―
３

副
分
団
長

山
本
雄
一
郎

６
―
３

団

員

美
澤
一
廣

１
―
１

団

員

松
原

彰

１
―
３

団

員

稲
葉

誠

１
―
３

団

員

岡
村
一
郎

１
―
３

団

員

岡
村

篤

３
―
１

班

長

松
本
利
之

３
―
３

班

長

細
田
照
夫

４
―
１

団

員

石
田
光
昭

５
―
１

班

長

佐
藤
信
一

５
―
４

部

長

田
口
宏
樹

６
―
２

副
分
団
長

窓
橋

努

６
―
３

班

長

高
橋
邦
人

年
勤
続
功
労
章

１０１
―
１

団

員

瀬
戸
享
二

１
―
１

団

員

瀬
戸
正
志

２
―
１

団

員

小
鹿
友
希

３
分
団

分

団

長

伊
東
直
記

３
―
３

班

長

川
口
友
二

４
―
２

班

長

山
本

健

５
―
１

団

員

菊
池
宏
樹

５
―
１

団

員

佐
藤
祐
馬

５
―
２

団

員

竹
内
国
登

静
岡
県
消
防
協
会
賀
茂
支
部
長
表
彰

功
績
章

１
分
団

分

団

長

馬
場

篤

２
分
団

分

団

長

齋
藤
克
敏

４
分
団

分

団

長

山
本

衛

西
伊
豆
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

功
労
章

１
―
１

班

長

森

崇
彦

１
―
３

班

長

佐
藤
公
彦

２
―
１

班

長

井
上

崇

町
長
感
謝
状

７
年
勤
続
功
労
章

１
―
１

団

員

山
本
幸
之
助

１
―
１

団

員

渡
邉
一
貴

１
―
２

団

員

関

允
紘

１
―
２

団

員

小
林
真
輝

１
―
３

部

長

土
屋
貴
嗣

１
―
３

団

員

齋
藤
慎
司

２
―
１

部

長

吉
長
寛
志

２
―
１

班

長

井
上

崇

２
―
１

団

員

八
木
直
紀

２
―
２

団

員

吉
田
匡
宏

４
―
１

副
分
団
長

山
崎
一
弥

４
―
１

団

員

斎
藤
晋
治
郎

５
―
１

団

員

佐
藤
謹
作

松
崎
町
消
防
団
長
表
彰

善
行
章

１
―
１

班

長

小
嶋
敦
人

１
―
１

団

員

山
本
幸
之
助

２
―
２

団

員

石
川

明

２
―
２

団

員

清
水
里
司

３
―
１

副
分
団
長

山
田

正

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

前

副

団

長

土
屋
宗
三
郎

様

前
１
分
団
長

中
村
和
行

様

前
２
分
団
長

石
田
一
嘉

様

前
４
分
団
長

鈴
木

隆

様

松松
崎
町
消
防
団
出
初

松
崎
町
消
防
団
出
初
式式

防防
火火
・・
防
災
の
誓
い
新
た

防
災
の
誓
い
新
た
にに

（
敬
称
略
）

表表表

彰彰

功
労
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

１５

本

部

部

長

浅
賀
浩
仁

功
労
章

２
分
団

分

団

長

齋
藤
克
敏

３
分
団

分

団

長

伊
東
直
記

２
―
１

副
分
団
長

石
田
智
也

２
―
２

班

長

清
水

豊

６
―
３

副
分
団
長

窓
橋
恒
彦

５
―
１

団

員

窓
橋
祐
馬

５
―
４

班

長

田
口
貴
司

６
―
３

班

長

窓
橋
貴
久

消
防
活
動
協
力
者

退
団
者

土
屋

修

様
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昭
和

年
か
ら
始
ま
っ
た
温
泉

３９

事
業
は
、
現
在
、
松
崎
・
江
奈
・

桜
田
・
伏
倉
・
宮
内
・
道
部
地
区

に
自
家
用
（
家
庭
用
）、
営
業
用

（
ホ
テ
ル
、
民
宿
等
）
を
供
給
し

て
お
り
、
平
成

年

月
末
現
在
、

２６

１２

３
５
６
戸
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

温
泉
事
業
会
計
は
、
毎
年
の
黒

字
決
算
に
よ
り
、
安
定
運
営
を
続

け
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
加
入
者

数
の
横
ば
い
が
続
き
、
供
給
収
益

の
増
収
が
見
込
め
な
い
一
方
で
、

電
気
料
金
の
値
上
げ
等
に
よ
る
費

用
の
増
加
に
よ
り
、
差
引
純
利
益

が
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
今
後
の
老
朽
化
に
よ
る

改
修
等
に
か
か
る
経
費
の
増
加
も

見
込
ま
れ
、
そ
の
経
費
の
確
保
等

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
温

泉
を
観
光
分
野
の
み
な
ら
ず
、
健

康
、
移
住
定
住
、
産
業
の
各
分
野

に
も
広
く
波
及
さ
せ
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
を

展
開
し
て
い
く
中
で
、
よ
り
多
く

の
方
に
温
泉
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
４
月
１
日
（
水
）
よ

り
温
泉
供
給
の
種
類
に
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
「
期
間
限
定
」
の

加
入
を
追
加
し
ま
す
。

期
間
限
定
加
入
の
追
加
に
お
け

る
改
正
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

従
来
の
加
入
条
件
と
の
違
い
に

つ
い
て
は
、
下
段
の
早
見
表
で
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生

活
環
境
課
ま
た
は
町
指
定
給
水
装

置
工
事
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

期
間
限
定
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
））））））））））））））））））））））
のののののののののののののののののののののの

年
間
）
の

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００１０温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温
泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉
供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
をををををををををををををををををををををを
始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
まままままままままままままままままままままま

温
泉
供
給
を
始
め
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

【
改
正
点
】

①
加
入
期
間
を

年
間
に
限
定

１０

す
る
こ
と
で
加
入
金
を
低
く

設
定
。（
従
来
の

％
）

１５

②
期
間
満
了
後
は
、
加
入
金
を

再
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
更

新
が
可
能
。

③
使
用
料
金
お
よ
び
休
止
料
金

は
従
来
の
加
入
と
同
額
。

④
供
給
期
間
内
に
お
け
る
権
利

放
棄
が
可
能
。
ま
た
、
従
来

の
加
入
に
お
い
て
も
、
権
利

の
放
棄
を
認
め
ま
す
。
た
だ

し
、
加
入
金
の
返
還
は
あ
り

ま
せ
ん
。

松崎町マスコットキャラクター
「まっちー」

こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
加
入
い
た
だ
き
、

ご
自
宅
で
の
温
泉
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○平成２７年４月１日改正の加入権利早見表 １口５狩／分あたり

『期間限定』の加入

（平成27年４月１日から加入できます）

従来の加入

（引き続き加入できます）
種 類

１０年間（更新可：加入金再納付）温泉供給がある限り（更新不要）供 給 期 間

自家用：３０万円

営業用：４９万５千円

自家用：２００万円

営業用：３３０万円
加 入 金

自家用：１０，２８６円（１カ月２０弱まで、超過料金：１弱につき６４８円）

営業用：３１，８８６円（湯量制限なし）

基 本 使 用 料

（月額）

自家用：２，０５８円、営業用：６，６８７円休止料（月額）

可可（平成２７年４月１日から）権 利 放 棄
加入金の返還はありません

加入者負担（町指定給水装置工事店へ工事依頼をお願いします）

※管路図は生活環境課で確認できます
引 込 工 事
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㈲
松
崎
造
花
店

月

日
、
町
は
㈲
松
崎
造
花

１２

２６

店
と
、
災
害
時
に
お
け
る
棺
お
よ

び
葬
祭
用
品
の
供
給
等
の
協
力
に

関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
の
際
に
、
棺
や
葬

祭
用
品
の
供
給
や
作
業
等
の
役
務

の
提
供
、
遺
体
の
搬
送
等
の
葬
祭

業
務
の
協
力
を
行
う
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
管
工
事
工
業
組
合

１
月
８
日
、
町
は
町
管
工
事
工

業
組
合
と
、
災
害
時
に
お
け
る
応

急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
を
結

び
ま
し
た
。
同
組
合
と
水
道
施
設

復
旧
に
関
す
る
協
定
は
結
ん
で
い

ま
す
が
、
今
回
の
協
定
は
、
道
路
・

河
川
等
の
応
急
対
策
業
務
や
救
助

活
動
等
の
支
援
を
行
う
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

確
定
申
告
相
談
（
出
張
相
談
）

【
場
所
】

環
境
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

【
日
時
】

３
月
４
日
（
水
）

【
時
間
】

午
前
９
時

分
か
ら
正
午
、

３０

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

分
３０

※
税
務
署
職
員
が
来
庁
し
申
告
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
積
極
的

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

無
料
税
務
相
談
所

【
場
所
】

下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
ワ
ー
ク
下
田
）
第
二
会
議
室

【
日
時
】

２
月

日
（
水
）
・

日
（
木
）、

１８

１９

２
月

日
（
月
）
か
ら

日
（
木
）

２３

２６

【
時
間
】

午
前
９
時

分
か
ら
正
午
、

３０

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

そ
の
他

○
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
３
月

日
（
月
）
で
す
。

１６

○
消
費
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
３
月

日
（
火
）
で
す
。

３１

○
譲
渡
所
得
（
株
式
お
よ
び
土

地
・
建
物
等
の
売
却
に
よ
る
所

得
）
お
よ
び
贈
与
税
の
申
告
相

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

平
成

年
１
月
１
日
現
在
、
松

２７

崎
町
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
確
定

申
告
（
所
得
税
の
申
告
）
が
必
要

な
方
は
、
３
月

日
（
月
）
ま
で

１６

に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
会
場

【
場
所
】

下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
ワ
ー
ク
下
田
）
第
一
会
議
室

【
期
間
】

２
月

日（
月
）か
ら
３
月

日（
月
）

１６

１６

※
土
・
日
を
除
く

【
時
間
】

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

※
会
場
の
混
雑
の
状
況
に
よ
り
、

案
内
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
期
間
、
下
田
税
務
署
内
で

は
申
告
書
の
作
成
指
導
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

※
会
場
で
は
、
電
子
申
告
（
ｅ
倆

Ｔ
ａ
ｘ
）
に
よ
る
申
告
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
税
務
署
か
ら

送
ら
れ
た
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
、

昨
年
以
前
申
告
時
に
お
渡
し
し

た
緑
ま
た
は
茶
色
の
封
筒
を
お

持
ち
の
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

栄
え
あ
る
叙
勲

佐
藤
善
哉
さ
ん
（
八
木
山
）齋藤町長より伝達を受ける佐藤善哉さん

元
町
議
会
議
員
の
佐
藤
善
哉
さ

ん
（

歳
）
が
旭
日
單
光
章
（
高

８８

齢
者
叙
勲
）
を
受
章
し
、

月
１２

２５

日
、
ご
自
宅
に
て
齋
藤
町
長
か
ら

伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和

年
４
月

５４

か
ら
平
成
３
年
４
月
ま
で
の
３
期

年
の
永
き
に
わ
た
り
町
議
会
議

１２員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
地
方
自
治

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單單
光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光

旭
日
單
光
章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙
勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲

（
高
齢
者
叙
勲
）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

東
京
電
力
が
行
っ
た
国
基
準
に

基
づ
く
独
自
調
査
に
よ
り
、
建
物

の
耐
浪
性
が
無
い
と
の
結
果
と
な

り
、

月

日
を
も
っ
て
、
東
京

１２

３１

電
力
松
崎
事
務
所
の
津
波
避
難
ビ

ル
指
定
を
終
了
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

災
害
協
定
の
締
結

津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
終
了

談
は
、
下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
（
サ
ン
ワ
ー
ク
下
田
）

で
の
み
行
っ
て
い
ま
す
。

○
簡
易
な
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、

先
に
各
戸
配
布
し
ま
し
た
住
民

税
申
告
受
付
日
程
表
の
と
お
り
、

各
地
区
巡
回
時
に
併
せ
て
受
け

付
け
し
ま
す
。
日
程
表
の
注
意

書
き
等
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
窓
口
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】

下
田
税
務
署
（
２
２
）
０
１
８
５

※
自
動
音
声
に
て
案
内
し
て
い
ま

す
の
で
、
確
定
申
告
の
お
問
い

合
わ
せ
は
「
０
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

下
田
税
務
署
よ
り
確
定
申
告
の
お
知
ら

下
田
税
務
署
よ
り
確
定
申
告
の
お
知
ら
せせ
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下田消防本部（下田市、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町を管轄）では、平成２５年４月１日の消防広域化

以降、通信指令室の統合と消防救急デジタル無線の整備を進めてきました。

これに伴い、平成27年２月１９日から１１９番通報の受信場所がこれまでの西伊豆消防署から下田市六丁目の下田

消防署へ切り替わることになります。

下田消防本部か下田消防本部からら

いざというときのための大切なお知らせですいざというときのための大切なお知らせです！！

松崎町の皆様松崎町の皆様へへ

平成２７年２月１９日から １１９番通報の受信場所が
西伊豆消防署から下田消防署へ切り替わります！

今までと何か変わるのですか今までと何か変わるのですか？？

いいえ、１１９番の通報手順等も変わりません。出動が遅れることもありません。

火事と救急は 固定電話も携帯電話も

局番なしの「１１９」です！
◎119番通報時は火災・救急の別、町名・地区名・番地・目標物等を明確に伝えてください。

◎災害発生場所を特定した時点で消防車両を出動させますので、より良い消防活動や傷病者の容態に応じた病院

手配等のため、出動後も引き続き指令員の問いかけに落ち着いて対応していただくようお願いします。

土日、休日等の病院問い合わせや管内の災害情報は、災害案内ダイヤル（℡２７－０１１９）または、下田消

防本部ホームページをご利用ください。１１９番による火災等の問い合わせはご遠慮ください。

病院等の問い合わせは？

聴覚・言語が不自由な方の通報は？

ファックスによる通報が可能です。

※事前登録が必要ですので、ろうあ協会、または、松崎町役場健康福祉課を通してお問い合わせください。

不明な点は下田消防本部ホームページをご参照いただくか、または、下記までお問い合わせください。

【問合せ】下田消防本部警防課通信指令室（２２）１８５９

【下田消防本部ホームページ】ｈｔｔｐ：//ｓｈｉｍｏｄａ-ｆｄ．ｊｐ/
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３
月

日
（
日
）、
松
崎
・
修
善

１５

寺
間

・
５
㌔
の
山
間
部
を
走
破

７２

す
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー

ス
「
伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー

２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
、
大
雪
の
影
響
で
中
止
さ

れ
た
後
の
大
会
で
す
が
、
全
国
か

ら
た
く
さ
ん
の
申
し
込
み
を
い
た

だ
き
、
抽
選
に
よ
り
選
ば
れ
た
約

１,

５
０
０
人
が
松
崎
へ
集
い
ま

す
。選

手
は
、
大
会
前
日
に
環
境
セ

ン
タ
ー
に
て
受
付
・
事
前
説
明
会

を
受
け
た
後
、
松
崎
町
・
西
伊
豆

町
各
地
に
宿
泊
し
ま
す
。
大
会
前

日
か
ら
多
く
の
方
が
松
崎
町
各
地

へ
訪
れ
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

も
あ
た
た
か
い
お
も
て
な
し
の
心

○
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

３
月

日
（
土
）

１４

参
加
受
付

午
前

時
か
ら
午
後
８
時

１１

事
前
説
明
会

第
１
回

午
後
１
時

分
か
ら

３０

第
２
回

午
後
４
時

分
か
ら

３０

第
３
回

午
後
６
時

分
か
ら

３０

２０１３大会のスタート

伊豆トレイルジャーニー伊豆トレイルジャーニー２２００１１５５の開催迫る！の開催迫る！
～～３３月月１１５５日日（日（日））午前午前６６時、松崎港をスタート時、松崎港をスタート～～

で
接
し
て
い
た
だ
き
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
方
に
伊
豆
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
大
会
当
日
は
、
松
崎
港

を
ス
タ
ー
ト
場
所
と
し
、
松
崎
の

商
店
街
・
国
道
１
３
６
号
線
を
経

由
し
て
山
道
よ
り
修
善
寺
へ
向
か

い
ま
す
。
沿
道
で
の
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
時
間
は
、
交
通
規
制

等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、「
伊
豆
の
新
し
い

旅
の
創
造
」
の
た
め
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス

実
行
委
員
会

０
５
５
８
（
９
９
）
９
１
１
８

運営を担うボランティアスタッフ

３
月

日
（
日
）

１５

ス
タ
ー
ト
時
間

午
前
６
時

ス
タ
ー
ト
場
所

松
崎
港

ゴ
ー
ル
場
所

修
善
寺
総
合
会
館
（
伊
豆
市
）

※
１
位
の
選
手
は
、
午
後
０
時

分
頃

３０

に
到
着
す
る
予
定
で
す
。

２０１5大会のコース



一
人
一
人
が
輝
く
町
へ

既
に
町
民
の
皆
様
も
お
気
付
き

の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
平
成
２７

年
１
月
号
の
広
報
か
ら
「
キ
ラ

リ
、
輝
き
人
」
と
い
う
新
企
画
を

始
め
ま
し
た
。

こ
の
企
画
で
は
、
何
か
を
頑

張
っ
て
輝
い
て
い
る
人
を
町
民
の

皆
様
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

私
は
、
こ
の
企
画
に
町
民
の
皆

様
全
員
を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
観
光
関
係
者
が

輝
き
、
町
に
人
を
呼
び
、
地

域
を
活
性
化
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
こ
ん
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
と
い
っ

た
こ
と
だ
け
で
も
な
く
、「
私

は
家
庭
内
で
こ
ん
な
こ
と
を

頑
張
っ
て
い
る
」
、「
私
は
健

康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
、
こ

う
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
一

人
一
人
が
こ
の
こ
と
で
は
自

分
が
一
番
輝
い
て
い
る
と
い

う
も
の
を
掲
載
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
町
長
就
任
の
と
き

か
ら
、
炊
い
た
お
米
の
一
粒
一
粒

が
立
っ
て
い
る
と
お
い
し
い
ご
飯

に
な
る
の
と
同
様
に
、
町
民
の
皆

様
一
人
一
人
が
松
崎
の
大
地
に
自

立
し
、
輝
い
て
い
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
に
お
い
て
も
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

を
設
置
し
、
地
方
の
活
性
化
へ
向

け
た
施
策
の
構
築
が
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
の
地
方
活
性

化
の
た
め
の
施
策
を
追
い
風

に
し
、
平
成

年
は
、
町
民

２７

の
皆
様
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
風

光
明
媚
な
景
観
と
そ
こ
に
住

む
町
民
の
皆
様
が
輝
く
こ
と

で
町
も
輝
い
て
い
き
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
も
自
分
や
周
囲

の
人
の
「
輝
き
」
探
し
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯６２

１月２日、雲見海岸では、今年１年の豊漁等
を祈願して、乗り初めが行われました。海岸に
組まれたやぐらからお餅やお菓子が大量にまか
れ、多くの行楽客で賑わいました。

１２月１３日から２月１５日まで、石部棚田では、
ソーラー充電式のＬＥＤライトによる棚田のラ
イトアップを行っています。訪れた方は、昼間
とは異なる棚田の夜の景色を楽しんでいます。

１月上旬、町内各所にて、お正月飾りや竹等を
使ってさいの神が作られました。１月中旬に行わ
れたどんど焼きでは、作ったさいの神に火を入れ、
五穀豊穣や無病息災等を祈願しました。

１月１日、町内各所の神社には、多くの初詣
客が参拝に訪れました。峰区にある津島神社で
は、平成２７年の年明けとともに、宮神楽（鈴の
舞・狂い）が奉納されました。
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乗り初め

石部の灯り～ウインターイルミネーション～

さいの神作り・どんど焼き

宮神楽奉納

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTToooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTooooooooooooooooooooooppppppppppppppppppppppiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiccccccccccccccccccccccMyTownTopicsssssssssssssssssssssss ～～～ まちのできごと～～～～ まちのできごとまちのできごと～～



葛（
一
社
）は
な
・
ろ
ま
で
行
っ
て
い
る
川
の
り

養
殖
で
の
種
苗
作
成
作
業
中
の
伊
東
さ
ん

れ
ば
、
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

松
崎
町
で
の
生
活
に
つ
い
て

伺
う
と
、「
松
崎
町
の
人
は
面

倒
見
が
よ
く
、
あ
た
た
か
い
。

お
い
し
い
食
べ
物
も
豊
富
。
住

む
に
は
本
当
に
い
い
所
で
す
」

と
太
鼓
判
。

精
力
的
に
活
動
す
る
伊
東
さ

ん
。今
後
の
抱
負
を
尋
ね
る
と
、

「
町
を
元
気
に
し
た
い
、
そ
し

て
、松
崎
町
を
愛
す
る
松
崎
フ
ァ

ン
を
増
や
し
た
い
。
そ
の
思
い

が
、
私
た
ち
の
活
動
の
根
幹
に

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
を

手
伝
っ
て
く
れ
る
仲
間
が
増
え

て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」

と
夢
は
膨
ら
む
。

NNo.No.22
町
の
活
性
化
を
目
指
し

町
の
活
性
化
を
目
指
し
てて

「
ど
こ
か
懐
か
し
い
、
そ

し
て
ほ
っ
と
で
き
る
場
所
で

す
」
。松
崎
町
の
印
象
を
そ
う

語
る
の
は
、伊
東
直
記
さ
ん
。

伊
東
さ
ん
は
静
岡
市
の
出

身
。
趣
味
の
釣
り
で
訪
れ
た

松
崎
町
を
気
に
入
り
移
住
を

決
意
、
平
成
７
年
に
家
族
３

人
で
Ｉ
タ
ー
ン
（
※
）
し
た
。

（
※
）
Ｉ
タ
ー
ン
…
都
市
部

か
ら
地
方
に
移
り
住
む
こ
と

9

伊
東

直
記
さ
ん
（
峰
輪
区
）

現
在
、
合
同
会
社
さ
と
づ
く

り
総
合
研
究
所
の
代
表
を
務
め

る
伊
東
さ
ん
。
町
内
で
収
穫
さ

れ
た
農
作
物
の
販
路
拡
大
や
移

住
定
住
の
促
進
等
、
町
の
活
性

化
に
向
け
、
多
忙
な
日
々
を
送

る
。「

商
品
が
売
れ
、
農
業
で
食

べ
て
い
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

農
家
の
後
継
者
や
都
市
部
か
ら

の
新
規
就
農
希
望
者
が
増
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
私
た
ち
の
活

動
が
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
が

Profile

いとう なおき さん

町の活性化に向け、多忙

な日々を送る。合同会社

さとづくり総合研究所代

表、一般社団法人はな・

ろま代表理事。趣味は釣

りだが、仕事に追われ、

ままならないと苦笑い。

愛犬ハチとの散歩が日課。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

地

域

交

流

通

信

安
曇
地
区
と
お
隣
の
奈
川
地
区

で
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
で
は
「
い
か
ん
」

と
、
地
元
の
青
年
が
中
心
と
な
っ

て
組
合
を
作
り
、
活
動
し
て
い
ま

す
。
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
も
協
力
し
て
、
世
代
を
超
え

て
仲
間
を
作
り
、
地
域
の
素
晴
ら

し
さ
や
課
題
、
目
指
し
た
い
地
域

の
未
来
を
共
有
し
た
い
思
い
か
ら

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
づ
く

り
」
と
題
し
て
９
月
か
ら
毎
月
１

回
、講
演
会
や
先
進
地
の
視
察
等
、

合
計
５
回
の
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

先
進
地
の
視
察
で
は
、
岐
阜
県

恵
那
市
で
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し

た
。
間
伐
材
等
を
相
場
よ
り
少
し

高
め
で
買
い
取
り
、
地
元
の
商
店

だ
け
で
使
え
る
地
域
通
貨
で
支
払

う
仕
組
み
で
、
気
楽
に
山
か
ら
木

を
出
し
て
お
小
遣
い
に
し
て
森
と

地
域
を
元
気
に
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

安
曇
地
区
は
、
ど
こ
を
見
て
も

山
、
昔
は
ま
き
で
お
風
呂
を
沸
か

し
、
ま
き
ス
ト
ー
ブ
の
家
庭
が
多

く
石
油
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
、
里
山
整
備
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

過
疎
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
安
曇

地
区
に
仲
間
の
輪
が
広
が
り
「
地

域
を
元
気
に
し
よ
う
！
」
と
い
う

機
運
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

（
安
曇
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

高
松
丑
郎
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

自自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
とと

地
域
づ
く
り
講

地
域
づ
く
り
講
座座

地

域

交

流

通

信

検検検
検検
検検

検
検
検

①毎月１回の講演会後の

ワークショップ

②③先進地の視察

●2

●3

●1
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，３２３人（－２人）

男 ３，４７６人（－４人）

女 ３，８４７人（＋２人）

世帯数 ３，０５３戸（＋７戸）

転 入 １７人 転 出 ９人

出 生 １人 死 亡 １１人

（平成２６年１２月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
五
年
二
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

〇

九

号

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を
！
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（１２１２月届出分月届出分））

人身事故 １件 （±０）

物損事故 １７件 （±０）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （±０）

平成２６年１２月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯３３７７

－

短

歌－

松松松

崎崎

文文

芸芸

左
記
の
方
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
順
不
同
）

○
大
高

功

様
（
伊
豆
市
在
住
）

○
小
原
弘
道

様
（
東
京
都
在
住
）

○
佐
野

浩

様
（
東
京
都
在
住
）

○
神
鳥

睦

様
（
京
都
府
在
住
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
詐
欺
や
サ
ク

ラ
サ
イ
ト
詐
欺
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
詐
欺
的
商
法
で
は
、
近
年
、

プ
リ
ペ
イ
ド
型
の
電
子
マ
ネ
ー
を

利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
手
口

と
し
て
は
、
例
え
ば
、
詐
欺
事
業

者
側
が
既
に
開
設
し
て
い
る
電
子

マ
ネ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
コ
ン
ビ

ニ
で
一
定
の
金
額
を
チ
ャ
ー
ジ
（
利

用
残
高
を
増
や
す
）
す
る
よ
う
に

指
示
を
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

電
子
マ
ネ
ー
は
ア
カ
ウ
ン
ト
開

設
も
、
ま
た
、
チ
ャ
ー
ジ
に
つ
い

て
も
特
に
氏
名
を
名
乗
る
必
要
が

な
い
た
め
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
持
つ

者
が
誰
か
、
実
際
に
チ
ャ
ー
ジ
を

し
た
者
が
誰
か
と
い
っ
た
点
が
分

か
り
づ
ら
く
、
詐
欺
を
行
っ
た
者

の
特
定
だ
け
で
な
く
、被
害
に
遭
っ

た
こ
と
を
後
か
ら
証
明
す
る
こ
と

も
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

い
て
、
第
三
者
か
ら
電
子
マ
ネ
ー

の
購
入
や

チ
ャ
ー
ジ

を
依
頼
さ

れ
た
場
合

は
安
易
に

そ
の
指
示

に
従
わ
な

い
よ
う
注

意
し
て
く

だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
私
は
取
材
で
外
に
出
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
人
一
倍
気
を
付
け
な
け
れ
ば
、
と
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

み
な
さ
ん
も
「
う
が
い
・
手
洗
い
・
マ
ス
ク
の

着
用
」
等
を
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
！
（
ま
）

岡

村

芳

子

細

田

光

代

杉
山
安
紀
子

土

屋

君

子

縮
緬
の
や
う
に
川
面
は
波
の
立
ち
音
も
せ
ず

潮
の
遡
り
く
る

ジ
ン
ジ
ャ
ー
の
甘
き
か
を
り
の
た
だ
よ
へ
ば

遠
き
日
の
こ
と
よ
み
が
へ
り
く
る

午
後
の
日
の
て
ら
て
ら
光
る
窓
辺
に
は
風
に

揺
ら
る
る
曼
殊
沙
華
も
ゆ

携
帯
を
初
め
て
手
に
す
る
記
念
の
日

色
は
ピ
ン
ク
に
明
る
く
な
れ
る

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

保護者性別名 前地 区

佐 野 政 己男佑 磨
ゆう ま

大 澤

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

穗 乃 美６３松 本 和 久建久寺

慶 一 郎７９山 本 慶 幸指 川

勝 彦８８稲 葉 玉 枝指 川

誠７９鈴 木 富 子小杉原

渉９７窓 ぎ ん江奈２

周 子８６馬場小次郎宮 内

森 雅 晴８９山 地 て る道 部

孝 一９１窓橋奈津子北 区

おくやみ申し上げます（死亡）

編編編

集

後

集

後

記記


